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表層地盤モデルの作成について 

    
１．広域表層地盤モデル 

広域表層地盤モデルは、等価震源距離による距離減衰式を用いて、最大速度値または最大加速度値

および計測震度換算値等を地表面で算出する場合に用いる目的で、全府域に対して作成した。 
作成には、昭和 56～57 年に全国で実施された土地分類基本調査によって京都府が作成した地形分

類図(図-1)を基本資料として、地表面傾斜や山地までの距離等をパラメーターとした若松他(2005)の
手法を用い深度 30m までの平均 S 波速度(AVS30)の形式で作成した。若松らの手法は次のようなもの

である。 
   深度 30m までの平均 S 波速度(AVS30)は、微地形（地形分類）及び自然地理学的指標を用いて、統

計的に次式を用いて算出することが出来る。 
    logAVS30=ａ + ｂlogEv +ｃlogSp + dlogDm ± σ   ………… 式-1 
              ここに Ev； 標高 (m) 
                  Sp； 傾斜 (傾斜×1000) 
                  Dm； 先第三系・第三系の山地からの距離(Km) 
   a,b,c,d は回帰係数で地形分類ごとに、次表で示される。 

 
なお土地分類基本調査の地形分類図の微地形区分と上表の微地形区分は必ずしも一致しない場合

があり、その場合は最も近いと思われる区分に読み替えを行った。 
      また Ev，Sp 等のデータに関しては、若松・久保他(2005)の成書に付属している CD-ROM のデ

ータを用い式－１により AVS30 を 5 次メッシュ(250m メッシュ)毎に求めた。 
 
さらに深度 20m 以上のボーリングデータが存在するメッシュではボーリングデータから N 値を基

に換算した S 波速度を用いて算出した AVS30 値で修正した。(図-2) 
さらに AVS30 値から Midorikawa et al(1994)の式で算出した地盤増幅度の分布を算出した。(図-3) 

 
２．南部地域表層地盤モデル 
   南部地域の表層地盤モデルは、深部の 3 次元地盤モデルをカバーする領域で山地以外の対象領域を 

設定した。（図-４参照） 
   この領域は山城広域振興局管内の京都市・笠置町・和束町・南山城村を除く全市町村を含んでいる。

この地域に分布する約 4,000 本のボーリングデータをデータ解析し、深度 1m 毎に、土質・N 値から

S 波速度・密度を求めた。 
   さらに S 波速度を内挿補間し対象領域のメッシュ点で求めた。これらの作業を土質・密度に関して

も実施し、深度 1m～20m までは各 1m ごとに、また深度 25m 及び深度 30m の 22 レベルの深度で

算出した。(図-5～11 に代表的な結果を示す。)                   以上 
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